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令和７年度高齢者相談センター地区地域ケア会議について(報告) 

（令和７年４月～９月分） 

 

 地区 開催日 種別※ テーマ 参加者 会議の概要 

１ 芝 5/27 

個別 

課題 

解決型 

判断能力が低下している独居高齢者

の支援 

～支援調整や居住地の安全確保をす

るためにどのような支援が必要か～ 

高齢者支援課（高齢者相談支援

係）、区民課（保健福祉係）、ケア

マネジャー、ダスキンライフケ

ア、訪問看護ステーション、医

師、弁護士、民生委員、警察、港

区社会福祉協議会、センター職員 

持病の症状である暴言、暴力があり、治療拒否をする

独居高齢者男性。居所であるビルに不審者侵入の形跡が

あり、支援者も訪問することに対して不安感が強い。居

所で転倒し入院しているが、退院後も再転倒の可能性が

高いので、どう対応していくかを検討。退院後、リハビ

リのできる施設を提案すること、社会福祉協議会から成

年後見制度について説明を試みることになった。 

２ 麻布 8/20 
自立 

支援型 
住所地特例について 

高齢者支援課（高齢者相談支援

係、介護予防推進係）、区民課

（保健福祉係）、港区立介護予防

総合センター、麻布地区いきいき

プラザ、介護付有料老人ホームパ

ークウェルステイト西麻布、ケア

マネジャー、センター職員 

自立型シニアレジデンスができたことで住所地特例対

象者が増加。サービス利用の手続きや総合事業利用の進

め方について、共有と検討を目的に開催。総合事業だけ

ではなく、いきいきプラザ独自の教室もあることを周知

し、また今後、入居者のうち要支援・要介護認定者や認

知症の方の割合の増減を注視するとともに、地域ケア会

議で情報共有を図ることで、このような施設に対しどう

連携して対応するか引き続き話し合うことになった。 

３ 赤坂 7/24 
地域 

課題型 
外国籍を持つ高齢者の支援について 

高齢者支援課（高齢者相談支援

係）、ケアマネジャー、民生委

員、ふれあい相談室、港区社会福

祉協議会、センター職員、その他 

友人知人に通訳を依頼する場合でも、個人情報の観点

や知人等の生活を考えると、言葉の壁を突破するための

通訳者の保持が必要。国際交流協会のネットワークを利

用しながら、少数言語の方への通訳者の保持を図ってい

くことになった。加えて、本庁・支所にある翻訳機器や

一般的な通訳ツールを使えるようにしていく。 

資料２ 
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 地区 開催日 種別※ テーマ 参加者 会議の概要 

４ 高輪 5/12 

・個別 

課題 

解決型 

・地域 

課題型 

・地域 

連携型 

幻覚症状を訴える方への「地域・福

祉・医療」の支援について 

高齢者支援課（高齢者相談支援

係）、区民課（保健福祉係）、民生

委員、港区社会福祉協議会、ふれ

あい相談室、センター職員 

独居の70代女性。認知症の症状として「泥棒が入って

物を盗む」との訴えが出現。徐々に妄想の内容が変化

し、通帳等の貴重品を持ち歩いている。また地域でも、

若くて単身の方が、認知症の症状によって社会的交流や

生活が難しくなる状況がみられる。地域で生活していて

本人に心配事が出てきたときに、気軽にセンターへ相談

でき、認知症の正しい知識をもって本人と関わっていけ

るよう支援する必要がある。 

５ 高輪 6/16 

・個別 

課題 

解決型 

・地域 

課題型 

・地域 

連携型 

共依存夫婦における意思決定支援と

は？ 

高齢者支援課（高齢者相談支援

係）、区民課（保健福祉係）、民生

委員、港区社会福祉協議会、医

師、警察、ふれあい相談室、セン

ター職員、その他 

妻が夫と離れるため新住居を探すものの、決定できて

いない状況。妻は様々な分野に相談しており、各機関と

役割分担、情報共有をしたが、現時点では意思決定支援

が進んでいない。今後、センターで自宅の情報収集をし

つつ、居所喪失の際は速やかに支援につなげるととも

に、妻へ「家族会」を紹介することになった。 

６ 
芝浦 

港南 
6/25 

個別 

課題 

解決型 

認知症のあるひとり暮らし高齢者の

支援について 

高齢者支援課（高齢者相談支援

係）、区民課（保健福祉係）、警

察、消防、薬剤師、銀行、ケアマ

ネジャー、訪問看護ステーショ

ン、民生委員、成年後見人、港区

社会福祉協議会、センター職員 

認知症があるが介入拒否が強い独居の女性への対応に

ついて意見交換。本人の意思・権利を尊重しつつ、自宅

での生活が継続できるよう関係機関で共通認識を持った

うえで丁寧に対応するとともに、本人が困りごとを自覚

するなど介入の必要性が出た際にはタイミングを逃さず

に対応し、施設入所も含め検討していくことになった。 

 

※種別について 

個別課題解決型…個別ケースを議題とし、ケアマネジャーのスキルアップ・支援を目的として、個別課題の解決に向けた会議運営を行います。 

地域課題型及び地域連携型…個別ケースの課題分析等をもとに地域の実情や課題等について、地域の関係者などと議論します。 

自立支援型…できる限り在宅で自立した日常生活を継続できるよう支援することを目的として、自立支援に向けた会議運営を行います。 


